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退
を
防
ぐ
方
法
の
一
つ
に
、
あ
え
て
新
規

参
入
者
や
一
般
企
業
と
の
連
携
を
挙
げ
た

い
。
そ
れ
は
政
府
が
議
論
す
る
農
地
取
得

や
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
緩
和
の
議
論

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
は
、
自
己
資
本

の
蓄
積
を
多
く
持
ち
、
跡
継
ぎ
と
な
っ
た

我
わ
れ
の
世
代
の
既
存
経
営
者
が
、
や
り

1973年北海道生まれ。栗山町在住。
昨年、普及指導員を退職し、実家の
農業を2014年から営む。経営は和牛
繁殖、施設園芸が主体。普及指導員
時代は、主に水稲と農業経営を担当
し、農業経営の支援に尽力した。主
に農業法人の設立、経営試算ソフト
「Hokkaido_Naviシステム」の開発、
乾田直播の推進、水田輪作体系の確
立などに携わる。

齊藤義崇
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Ｍ
＆
Ａ
（
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ー
）
と
は
、

企
業
買
収
が
巷
を
賑
わ
す
と
き
、
必
ず
耳

に
す
る
言
葉
だ
。
そ
の
意
味
は
、
企
業
の

合
併
や
買
収
で
あ
る
。
企
業
が
他
企
業
を

吸
収
合
併
な
ど
で
取
得
し
よ
う
と
す
る
際

に
、
多
く
は
そ
の
企
業
の
株
式
を
買
収
し

て
子
会
社
化
す
る
手
段
を
用
い
る
。
事
業

拡
張
や
市
場
参
入
、
新
規
事
業
、
と
き
に

は
経
営
不
振
の
企
業
の
救
済
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
。

大
企
業
は
Ｍ
＆
Ａ
を
行
な
う
際
に
、「
国

内
外
へ
の
競
争
力
強
化
」「
破
綻
企
業
の

再
生
」
な
ど
を
、
も
っ
と
も
ら
し
い
旗
印

に
掲
げ
る
。
し
か
し
、
中
小
企
業
で
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
地
方
で
も
都
会
で
も
、
後

継
者
が
い
な
い
た
め
に
起
こ
る
事
業
継
承

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
Ｍ
＆
Ａ
が
行
な
わ
れ

る
。
事
業
の
引
継
ぎ
、
も
し
く
は
継
続
が

そ
の
目
的
と
な
る
。

戦
後
の
起
業
家
の
多
く
は
、
団
塊
世
代

で
あ
り
、
当
人
に
は
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
引
退
は
も
う
間
近
で
あ
る
。
引

退
を
契
機
に
、
工
場
や
商
店
の
廃
業
が
進

む
こ
と
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
地

方
は
ま
す
ま
す
そ
の
活
気
を
失
う
で
あ
ろ

う
。
廃
業
と
な
れ
ば
、
長
い
お
付
き
合
い

の
従
業
員
に
と
っ
て
も
、
最
悪
の
出
来
事

と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
族
や
社
員

か
ら
後
継
者
を
養
成
し
、
経
営
を
継
続
す

る
こ
と
は
、
最
も
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

農
業
界
で
も
同
様
だ
。
生
産
要
素
と
さ

れ
る
土
地
と
資
本
と
労
働
を
駆
使
し
て
、

今
を
い
か
に
上
手
に
経
営
し
て
い
て
も
、

後
継
者
が
い
な
い
、
育
た
な
い
の
で
あ
れ

ば
廃
業
が
待
っ
て
い
る
。

廃
業
は
農
地
や
施
設
の
価
格
に
合
わ
せ

て
、
売
却
額
を
買
い
手
が
支
払
え
ば
成
立

す
る
。
一
方
の
買
い
手
は
、
過
去
の
生
産

活
動
が
生
み
出
し
た
生
産
手
段
の
ス
ト
ッ

ク
や
農
地
、
施
設
、
機
械
等
を
手
に
す
る
。

経
営
資
源
が
増
し
、
生
産
活
動
の
拡
大
と

充
実
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
は
ず
だ

が
、
労
働
力
の
問
題
な
ど
か
ら
経
営
を
充

実
さ
せ
る
手
段
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

規
模
拡
大
に
よ
り
手
の
か
か
る
作
物
は
手

放
し
が
ち
に
な
り
、
新
た
に
ト
ラ
ク
タ
ー

を
購
入
し
て
も
、
反
収
は
減
少―

―

。
生

産
効
率
や
生
産
性
に
つ
い
て
伸
び
悩
む

ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
け
ば
、
地
方
の
基
幹
産
業
、
農
業
は

衰
退
の
一
途
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。

農
業
の
経
営
資
源
を
有
効
利
用
し
、
衰

間
近
に
控
え
る

団
塊
世
代
の
引
退

資産の部（借方）

※いずれも水稲16ha（内6haは乾田直播）、小麦10ha、大豆4haの
　合計30haの経営を想定して筆者が作成

表１：貸借対照表と損益計算書の事例（30ha経営）

（2014年12月31日現在）
期末貸借対照表

（単位：千円）
負債・資本の部（貸方）

金　額科　目 金　額科　目
3,000
300
2,700
1,500
500
1,000

0
0

83,000
50,000
20,000
13,000

0
0

2,500
1,000
1,500
90,000

①当座資産
　現金
　普通預貯金
②棚卸資産
　未販売農産物
　購入品
　小家畜
　育成家畜
③固定資産
　土地
　建物施設
　機械器具
　大家畜
　大植物
④投資資産
　有価証券
　外部出資
　  資産合計

2,000
200
1,800
41,000
23,000
18,000
43,000

45,000
2,000
6,000
－4,000
47,000

90,000

⑤短期負債
　未払金
　短期借入金
⑥長期負債
　公庫資金
　農協ローン
　負債合計

⑦資本金（期首）
⑧資本剰余金
　当期純利益
　事業主勘定
　資本金（期末）

  負債・資本合計

��

貸
借
対
照
表
で
経
営
感
覚
を
養
お
う
②
「
資
本
」
の
眺
め
方
と
分
析
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甲
斐
を
感
じ
つ
つ
儲
か
る
農
業
を
実
践
し

て
、「
自
己
満
足
」
を
社
会
に
見
せ
つ
け

る
こ
と
が
王
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
内
農
業
へ

の
関
心
と
理
解
が
高
ま
り
、
参
入
を
考
え

る
人
が
増
え
、
他
産
業
か
ら
も
企
業
が
連

携
を
求
め
て
来
る
で
あ
ろ
う
と
。

我
わ
れ
の
農
業
経
営
を
国
民
が
魅
力
的

に
感
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
生
産
活
動
に

理
解
を
示
し
て
、
地
方
に
人
材
と
資
本
が

集
ま
る
こ
と
。
こ
れ
が
地
域
活
性
の
、
糸

口
と
な
る
の
で
な
い
か
と
希
望
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

現
代
の
日
本
農
業
は
、
間
違
い
な
く
成

長
産
業
で
あ
る
。
補
助
金
や
助
成
金
を
活

か
さ
な
い
手
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
未
来

を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
。

農
業
経
営
者
は
経
営
感
覚
を
よ
り
磨
く
こ

と
も
、
他
産
業
や
一
般
社
会
に
向
け
て
経

営
活
動
を
通
し
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

も
怠
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
業
経
営
を
継
続

す
る
た
め
に
、
今
回
は
農
業
経
営
の
安
定

性
に
着
目
す
る
。
な
か
で
も
最
も
重
要
な

「
資
本
」
を
中
心
に
、
そ
の
見
方
を
解
説

し
て
い
こ
う
。
な
お
、
表
１
に
前
回
ま
で

と
同
じ
貸
借
対
照
表
を
掲
載
し
て
お
く
。

自
己
資
本
比
率
を
知
ら
な
い
と
い
う
経

営
者
は
い
な
い
。
経
営
の
安
定
性
を
見
る

た
め
の
、
最
も
基
本
的
な
指
標
で
あ
る
。

自
己
資
本
は
、
返
済
の
必
要
の
な
い
資
本

で
、
反
対
に
借
入
金
（
他
人
資
本
）
は
、

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
本
で
あ

る
。
返
済
利
息
は
、
事
業
の
損
益
に
関
係

な
く
、
コ
ス
ト
と
し
て
財
布
か
ら
逃
げ
て

い
く
。

図
１
に
自
己
資
本
比
率
の
捉
え
方
を
示

し
た
。
貸
借
対
照
表
の
借
方
（
左
側
）
の

「
資
産
（
総
資
本
）」
に
占
め
る
、貸
方
（
右

側
）
の
「
資
本
（
自
己
資
本
）」
の
割
合

で
あ
る
。
ま
ず
、
表
１
の
事
例
で
、
自
己

資
本
比
率
を
求
め
て
み
た
。
こ
の
経
営
で

は
、
９
０
０
０
万
円
の
資
産
に
対
し
て
、

資
本
は
４
７
０
０
万
円
な
の
で
、
自
己
資

本
比
率
は
52
％
と
な
る
。
一
般
的
に
は
、

「
負
債
に
よ
る
投
資
を
控
え
た
ほ
う
が
良

い
」
と
判
断
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
。

お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
こ
の
自
己
資
本

比
率
は
高
い
ほ
ど
健
全
な
経
営
だ
。
た
だ

し
、
１
０
０
％
に
近
い
場
合
、
健
全
で
は

あ
る
が
、
他
者
分
析
で
は
「
積
極
性
に
欠

け
る
」
ま
た
は
「
経
営
を
新
規
に
始
め
た

ば
か
り
か
、
終
わ
り
を
考
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

健
全
な
経
営
の
目
安
と
な
る
数
値
は

60
％
以
上
で
あ
る
。
40
％
以
下
で
は
一
般

的
に
負
債
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
判
断
さ
れ
、
放
置
し
て
は
借
金
で
首

が
回
ら
な
い
経
営
と
な
る
と
指
摘
を
受
け

る
だ
ろ
う
。

自
己
資
本
の
大
き
さ
に
最
も
注
意
が
必

要
な
経
営
は
、
法
人
経
営
で
あ
る
。
組
織

で
あ
れ
個
人
で
あ
れ
、
農
業
界
で
は
、
多

く
の
法
人
経
営
の
自
己
資
本
比
率
が
極
め

て
低
い
。
普
及
指
導
員
時
代
に
20
社
ほ
ど

の
農
業
法
人
の
設
立
と
運
営
を
支
援
し
た

経
験
か
ら
そ
う
感
じ
る
の
で
あ
る
。

低
い
理
由
は
主
に
３
つ
あ
る
。
図
２
に

事
例
ご
と
に
示
し
た
。

１
つ
目
は
、
出
資
金
が
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
、
設
立
時
に
新
規
事
業
者

の
消
費
税
免
税
措
置
制
度
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
法
人
の
設
立
当

初
、
２
年
間
、
支
払
う
消
費
税
を
節
税
し
、

そ
の
ま
ま
増
資
が
な
さ
れ
て
な
い
場
合

図１：自己資本比率の捉え方と求め方

貸借対照表

表１の事例で
計算してみましょう！

負債
（43,000）

資本
 (自己資本）
（47,000）

（借方） （貸方）

資産
（総資本）
（90,000）

負債

資本
（自己資本）
（Ｂ）

（借方） （貸方）

資産
（総資本）
（Ａ）

自己資本比率　＝
資本（自己資本）　Ｂ

資産（総資本）　Ａ

47,000

90,000
ｘ　100（％）　＝　52（％）

＜自己資本比率の判断基準＞

０～４０％     ： 不安定な経営。負債対策が必要であると判断される

４０～６０％   ： 負債による投資は控えなければいけない状態

６０～８０％   ： 投資バランスのよい安定した経営

８０～１００％ ： 健全な経営。投資の積極性はかけると判断される

（単位：千円）

多
く
の
農
業
生
産
法
人
の

自
己
資
本
比
率
が
低
い
理
由
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だ
。
出
資
金
が
１
０
０
０
万
円
程
度
で
は

そ
う
多
く
の
資
産
を
持
て
な
い
。
資
産
が

増
え
て
い
く
場
合
は
、
同
時
に
40
％
を
目

安
に
増
資
の
策
を
練
る
べ
き
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、
設
立
時
に
個
人
経
営
か
ら

法
人
へ
引
継
ぐ
固
定
資
産
を
簿
価
で
譲
渡

し
、
未
払
金
で
法
人
経
営
が
取
得
し
て
い

る
場
合
だ
。
評
価
が
曖
昧
だ
と
よ
り
複
雑

で
、
現
物
出
資
よ
り
税
負
担
も
少
な
い
た

め
、一
般
的
に
行
な
わ
れ
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
会
社
に
対
す
る
帳
簿
上
の
貸

し
付
け
で
あ
る
か
ら
と
、
個
人
口
座
へ
の

返
済
が
先
送
り
に
さ
れ
る
。
す
る
と
、
負

債
が
固
定
化
し
、
自
己
資
本
比
率
は
極
め

て
低
い
ま
ま
改
善
さ
れ
な
く
な
る
。

３
つ
目
に
会
社
に
蓄
え
ら
れ
る
資
本

は
、
税
引
き
後
の
当
期
利
益
金
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
期
利
益
金
は
資
本

に
な
る
財
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
課
税
対

象
で
あ
る
。
40
％
近
い
法
人
税
等
の
負
担

は
決
し
て
小
さ
い
金
額
で
は
な
い
。
農
業

に
限
ら
ず
、
会
社
経
営
で
は
可
能
な
限
り

節
税
を
し
、
利
益
金
を
極
め
て
０
円
に
近

づ
け
る
努
力
を
す
る
。
こ
の
た
め
、
資
本

の
蓄
積
＝
現
預
金
の
蓄
積
が
な
か
な
か
で

き
ず
、
投
資
を
負
債
で
行
な
う
こ
と
が
多

く
な
る
の
で
あ
る
。

資
金
繰
り
が
苦
し
い
と
き
は
、
増
資
で

は
な
く
社
長
・
構
成
員
の
報
酬
で
会
社
に

貸
し
付
け
て
、
資
金
が
還
流
す
る
勘
定
と

な
る
。
こ
の
勘
定
も
法
人
で
は
負
債
で
あ

る
。
語
ら
ず
と
も
、
負
債
に
頼
り
す
ぎ
る

経
営
に
、リ
ス
ク
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
。

法
人
の
経
営
者
な
ら
ば
、
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

法
人
は
商
法
に
よ
り
細
か
く
規
定
さ

れ
、
そ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
契
約
・

取
引
・
決
算
が
行
な
わ
れ
る
。
社
長
・
構

成
員
の
勘
定
で
資
金
繰
り
を
し
て
み
て

も
、
個
人
事
業
の
と
き
の
事
業
主
勘
定
の

よ
う
に
、
勝
手
に
都
合
よ
く
資
本
増
と
は

な
ら
な
い
。

60
％
と
い
う
目
安
の
数
値
に
届
か
な
い

ま
で
も
、
農
業
生
産
法
人
の
増
資
は
急
務

で
あ
る
。
平
凡
な
手
法
で
あ
る
が
、
法
的

に
有
効
な
資
金
繰
り
対
策
で
あ
る
。
過
去

に
は
、
あ
る
大
規
模
法
人
に
対
し
て
、
農

地
の
取
得
年
次
ま
で
に
、
増
資
計
画
案
を

作
っ
て
経
営
改
善
を
実
行
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
別
の
法
人
に
は
、
未

払
金
や
構
成
員
勘
定
（
構
成
員
か
ら
の
法

人
へ
の
貸
付
）
の
総
額
を
、
金
融
機
関
や

税
理
士
と
相
談
し
、
出
資
金
へ
の
振
替
を

促
し
た
こ
と
も
あ
る
。

貸
借
対
照
表
を
見
ず
に
物
的
な
担
保
だ

け
で
融
資
を
す
る
金
融
機
関
や
制
度
も
あ

る
。
資
金
繰
り
が
正
常
で
お
金
を
借
り
ら

れ
た
と
し
て
も
、
相
続
時
や
脱
退
時
に
揉

め
る
火
種
と
な
る
構
成
員
か
ら
の
未
払
金

は
、
帳
簿
か
ら
整
理
し
て
お
く
こ
と
を
勧

め
た
い
。
自
己
資
本
の
増
強
は
、
個
人
や

会
社
経
営
に
限
ら
ず
、
経
営
者
が
楽
し
く

経
営
管
理
を
進
め
る
た
め
に
は
不
可
欠
な

現
預
金
の
蓄
積
の
源
で
あ
る
。
し
っ
か
り

図２：法人経営で自己資本比率が低い事例

①設立時の出資金が1000万円以下の法人 ②設立時の引継ぎ資産を未払金で取得・計上している法人

・設立から２年間は消費税の納付が免除された
・元手となる資本が少なく、経営を始めた農業生産法人が多い
・設立から2年以上経っても増資していない

・資産を移譲したが、未払金として法人が負債で資産を取得
・総資本のうち、負債(未払金）の占める割合が大きい

③節税のために純利益を低くしている法人

・税引後の純利益が翌年の資本となるため、節税の方針として
　利益（当期純利益）を0円に近づけるようにすることがある
・投資や資金調達は負債（借入金・未払金）で賄われ、
　自己資本は増えない

　※純利益の算出には繰越利益、任意積立、配当、利益準備金等が
　　必要だが、今回は除いて簡略を示した

費用

法人

負債
資産

（総資本）
収益

利益が増えないと、次年度の 
自己資本比率は上がらない

次年度の投資・資金調達は
負債（借入金）頼みに……

利益 自己資本

（未払金扱い） （未払金扱い）
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と
、
頭
に
た
た
き
込
ん
で
お
こ
う
。

農
業
経
営
で
は
、
生
産
基
盤
で
あ
る
固

定
資
産
へ
の
投
資
に
失
敗
は
許
さ
れ
な

い
。
投
資
の
回
収
に
最
低
で
も
機
械
で
は

数
年
、
土
地
で
は
十
年
は
か
か
る
で
あ
ろ

う
。
回
収
が
鈍
れ
ば
、負
債
は
累
積
す
る
。

貸
借
対
照
表
か
ら
安
全
性
を
見
る
た
め
に

「
固
定
比
率
」
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

固
定
比
率
は
、
自
己
資
本
と
同
様
に
、

重
要
視
さ
れ
る
安
全
性
を
図
る
物
差
し
で

あ
る
。
自
己
資
本
が
固
定
資
産
の
取
得
に

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
、
回
収
さ
れ
て
い

る
の
か
。
自
己
資
本
に
対
す
る
固
定
資
産

固
定
比
率
で
安
全
性
を
考
え
る

図３：固定比率の捉え方と求め方

前年度に比べて固定資産が増えましたね。
固定比率がとても高い状態なので、負債による投資は危険です！　
そろそろ回収に入り、自己資本を増やしましょう。

（2013年12月31日現在）
期末貸借対照表（前年度）

（2014年12月31日現在）
期末貸借対照表（今年度）

（借方） （単位：千円）（貸方）

固定資産（Ａ） ＋ 投資資産（Ｂ）

自己資本（Ｃ）

固定比率
＝

貸借対照表

負債

自己資本
（Ｃ）

（借方） （貸方）

当座資産
棚卸資産

固定資産
建物・構築物
機械器具等
（Ａ）

投資資産
（Ｂ）

  （借方） （単位：千円）（貸方）

負債
（42,800）

資本
（46,100）

当座資産
棚卸資産
（6,400）

固定資産
建物・構築物
機械器具等
（80,000）

投資資産
（2,500）

総
資
産

総
資
産

80,000 ＋ 2,500
46,100

ｘ 100（％） ＝ 179（％）

負債
（43,000）

資本
（47,000）

当座資産
棚卸資産
（4,500）

固定資産
建物・構築物
機械器具等
（83,000）

投資資産
（2,500）

総
資
産

83,000 ＋ 2,500
47,000

ｘ 100（％） ＝　181（％）

表１の事例で計算してみると……

と
投
資
資
産
の
割
合
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
投
資
が
で
き
て
い
る
か
、
そ
れ
を
判

断
す
る
一
つ
の
材
料
に
な
る
。

図
３
に
表
１
の
事
例
で
前
年
度
か
ら
今

年
度
の
固
定
比
率
の
変
化
を
示
し
た
。
こ

の
経
営
で
は
い
ず
れ
も
１
８
０
％
前
後

で
、
今
年
度
は
固
定
比
が
若
干
増
え
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

固
定
比
率
の
望
ま
し
い
数
値
は
、
１
０

０
％
以
下
で
あ
る
。
全
負
債
の
一
括
返
済

を
迫
ら
れ
る
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、

１
０
０
％
以
下
で
あ
れ
ば
、
流
動
資
産
の

処
分
で
事
態
を
対
処
で
き
る
か
ら
だ
。
土

地
や
施
設
、
機
械
を
処
分
し
な
く
て
済
む

と
安
心
で
き
る
う
え
に
、
資
産
が
自
己
資

本
に
よ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

固
定
比
率
は
低
い
ほ
う
が
望
ま
し
い

が
、
低
す
ぎ
る
場
合
は
、
自
己
資
本
が
農

業
の
生
産
基
盤
に
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
な
る　

。
流
動
性
と
固
定
性

は
常
に
相
反
し
て
上
下
し
、
変
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
恒
常
的
に
固
定
比
率
が
高
く

経
過
す
る
こ
と
が
、
最
も
問
題
で
、
危
険

が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
よ
う
。

こ
の
ご
時
世
、
投
資
を
続
け
て
い
る
方

は
挑
戦
者
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
攻
め
て
い
る
と
精
神
的
に
こ

た
え
て
も
く
る
。
そ
ん
な
時
は
、
貸
借
対

照
表
を
眺
め
て
、
投
資
と
回
収
の
リ
ズ
ム

を
見
直
す
こ
と
が
経
営
者
の
心
の
安
定
剤

に
な
れ
ば
と
願
う
。


